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副議長、会派副幹事長、総務常任委員会、3期目40歳

関西学院中学部・関西学院高等部・関西学院

大学経済学部卒業、民間企業でSEと して従事

会派幹事長、民生文教常任委員会、2期日、32歳

明石高専卒業、民間企業で橋梁設計士として従事

聰鰊瘍鑢写躊檜漑讚枡熙儡さ馘量は

濶魃鰊蒻躙鰊鰊隋鰊 魃拡大8
罐懇鞠幹  硼鼈|1辮

所得基準額 未満

所得制限なし   助成対象外

所得基準額 以上   助成対象外

令和6年 6月 30日まで
助成内容 (一部負担金)

外来 :負担なし

入院 :負担なし

外来 :負担なし

入院 :負担なし

彙離醸臨奪
‐
″戯■駿から

助成内容 (一部負担金)

外来 :800円
入院 :負担なし

饉畿 :SO①躙
入院 :負担なし

外来 :負担なし

入院 :負担なし

外来 :負担なし

入院 :負担なし
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筵靱鰈蝙‐核麒

屁鱚 鱚靱蛛 蛛 輻躙鼈躙靡聰

所得制限なし

昨年度、市議会でも請願を可決していた体育館空調の設置が

実施に向けて進みました。見込みでは6.4億が計上されてお

り、今年度では設計業務委託として計画を作ります。その計画

の中で費用やどのように設置を進めるか、体育館が使えない問

の影響なども考えられていきます。

議員の餞鰊輻鯰

鰊光に躙鼈蜀
あしや政風会と公明党から「厚生年金への地方議会議

員の加入を求める意見書」が出されました。議員は国民

年金に加入していますが、国民年金は支給水準が上が

らないことなどの問題が挙げられています。そんな中、

自営業の方など国民年金に加入せざるを得ない方々を

差し置いて議員のみの待遇改善はできないとして反対

しました。結果としては賛成多数で意見書の提出が可

鰈輻麟隋隋晰饉隋鸞鰈鷺鰈鷺隕隋鰈鰈麟鰈饉鶉輻鰈鰈機緻鸞鰈量鰈鰈鰈曇鰈鸞鰈鷺鰈鸞⑮

決されました。

鍼躙靱鰊鏃儡蒻鰊麒躙骰
88歳、1∞歳を迎える方 |こ対し、敬老祝金を支総してυヽまbたが、事業を廃止しました。昨年度‡よ

約1,20◎万隅程度の支出があり、今後も増え続ける見込みでした。特定の方に向けた高齢者サービス

とするのではなく高齢者福祉全般のための費用として転換する背景もあつて廃止の意向となりました。
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建設公営企業常任委員会、1期 目45歳
潮見幼稚園・潮見小学校・報徳学園高等

学校‐甲南大学経営学部卒業、株式会社」CB

■■1歳から||■|

申学校3年生の方

高校生は、通院は1回800円
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所得制限未満は無料、

以上1=高校生ど同様″由れヽ
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新年度予算に対する一般質問

不登絞:こっぃて

蝙Ⅲ文科省の調査によると不登校の原因の40%は無気力・不安
とされている。一方で市の予算概要では不登校支援には「児童生

徒の学校復帰や社会的自立に繋げる」と記載した取り組みを上

げているが、復帰を目的にするのではなく学校が難筐鶯鍮漑鍼庶

蠅耗⑮椰ぬ颯 絋ではないか。
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成を目指すが重要だと考えている。

魃隷鰊鼈躙骰豚鬱颯雉舅

■|.声屋市でのいじめ事案が報道され問題が大きく取り上げら

れている。今後の対策として教育委員会は貶儡鐵鑢へ騰なななり

薔こ籍《襲鶴撥電懸域ではないか。また、弁護士による一歩踏み込ん

だいじめ防止対策の授業では「いじめ=犯罪」である認識強化

も同時に進めてほしい。

霰樅初動段階からの評価・分析や、雪較理鰈のM醸畿、観鵞雖

量会の連携を鶴《なすることで早期解決を図りたい。弁護士によ

Z+●」当マ劇斗 :、 lヽ 1`ぺ 4、 1ヾ■年イヨE量 1…
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事例に沿って児童が問題に対し考える時間も設けて、いじめ減少

や早期解消に寄与する。
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市内の公共交通空白地におけるデマンド交通の有効性は理

解している。一方で、採算性の観点から事業として継続すること

は難しいのではないかと考えているが、どのように評価して事業

を進めようとしているのか?

これまでも調査研究を行ってきたが、今回行う実証実験にて

これまでの運行内容の見直しを行い、あらためて事業継続に対

する指標や基準設定を行う。
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■_1施政方針に「早期に特定建築者を決めるために計画の方向

性を固めた」とあるが、市長が就任後掲げた駅前の魅力を最大限

に高める5原則が :.|      11‐ を生んだのではないか。変

更前の設計に戻したことや事業協力者が見つからないような |■ :

■・ ■==.I■ ||二 1■ ||も必要であり、共有していただきたい。

∫軋=,原案に戻したのではなく、R繭鮨隧のR血 1譲絣鏃いと判断

したため大幅見直しを断念し、原案に修正を加えたものである。

また、今後も正しい情報発信ができるよう努める。
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ごみ処理施設の広域連携について

囃絣声屋市と神戸市のごみ処理施設を広域連携するために協議

をしているところ、声屋市のごみ処理施設を廃炉した場合、未来

における経済的な条件や組手の変動リスクについてはどうお考え

でしょうか。ごみ処理を他市に依存する場合、連携先と対等の立

場で契約を継続することが難しいのではないか?

本件は将来にわたり環境に配慮した効率的なごみ処理のた

めに必要であり、今後も神戸市と協議を深め、経費負担の割合

や、災害発生時の体制など話を進めていく。

蜀祠踪鰊鰊嘔鰈餞儘薇輻鰈硫卜

《咎 教゙職員の負担を減少させることなどの目的で罐鐵入繊‡こ識鶴

懲鼈麟魏袋饉豫電心鼈鶉畿はが、人材確保の観点では、責任の大きさ

や競技人□の少ない分野の人材不足など移行が難しい面もある

と考えている。学生主体で動く部活動を検討が必要ではないか?

1 生徒自身の希望に沿った活動を選択できるよう努め、指導

者も「勝利至上主義」とはならない部活動本来の目的に見合う

活動に努める。部活動地域移行会議では、鵞彗醸轟難鸞覆諄饉‡こ

鸞罐纏《常辟完了を目指して協議している。
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予儘隆鰺冬珀蜆卜袋疵警姦酪諄亀爾

|■■不妊治療については女性側の身体的負担が大きい。今回の

不妊治療助成制度によって男性に対する啓発強化やパートナー

の負担軽減に繋げる取り組みが必要と考えているがどの様に進

めていくのか?

. ‐,111111:||||111::11‐ ‐..會 取り組みの開始にあたり、鵞覺への周傲鶴発を進めていく。

特にブレ鶴ンはプシ磯レケア蜀薔発を進め、ライフプランに合わ

せた妊娠出産・体の成長の理解を高めていく。

@格 病児保育は潜在的ニーズが高いと考えているが、令和3年度

の利用率は声屋病院で20%、 精道こども園で38%と利用率が上

がらない。朧鰤瘍診躙搬嗜必けなど簾鴫爾ず鶉ずヽ中ドルは《薦けために

利用率の向上に結びつかないと見ており、改善の余地はないか?

安全面等の利用で医師の判断が必要となるため外すことは

できないが、状況によって当日の受け入れも行っている。利用数

の増加を一定数あるため、二一ズに沿った利用が進められている

と考えている。
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